





Stability analysis of residential land damage in the Omagari Namiki 
area of Kitahiroshima City by the 2018  
Eastern Hokkaido Iburi Earthquake
Takao Hashimoto＊1， Hideaki Uchida＊2， Kiyoshi Sokawa＊3
Abstract: The residential land in the Omagari area of Kitahiroshima City collapsed 28 houses along the 
river by the 2018 Hokkaido Iburi Eastern Earthquake. In addition, the stricken area suffered heavy rain 
by Typhoon 21 the day before the earthquake. The cause of the damage is thought to be an increase in 
groundwater level in the valley-filled embankment in addition to the earthquake. Therefore, in this 
paper, the cause of residential land damage was estimated by slip stability analysis, and the effect of 
groundwater reduction method was clarified.
Key words:  Hokkaido Iburi Eastern Earthquake, earthquake, residential land damage, embankment 
damage, slip, settlement












































































































































































































































































Fs .100 Fs 1.10 1.20 
表－１　各事業における準拠指針等
表－２　宅地における安定解析手法
















Sm ： 盛土の自重による滑り出す力のモーメント  
（単位　kN･m）

















Tm： 最大摩擦抵抗力その他の抵抗力のモーメント  
（単位　kN･m）


























Fs 0.95 0.98 
Fs 0.80 0.90 
kh=k0 Z=0.25 0.90=0.225 



























































































































kh 0.20 Fs=1.5 kh 0.225
4 0.980 1.446 0.936 
5 0.980 1.419 0.939 
7 0.950 1.428 0.907 
16 1.038 1.436 0.999 
17 0.891 1.293 0.855 
0.980 1.365 0.980 
66 0.980 1.266 0.979 
71 0.980 1.243 0.979 
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7．ま　と　め
（１）　被害状況の分析
被害状況の分析を行った結果，以下のことが明らかと
なった。
今回被災した住宅地及び公共施設等は，盛土造成した
エリアに大半が集中しており，特に沢部の谷埋め盛土を
造成した箇所で被害が顕著であった。
宅地南側エリアでは，崩落背面に残置された旧擁壁面
の摩擦係数が少なく，液状化の発生等により家屋などの
上載荷重を支え切れないで，宅地が滑動崩落した。
地震発生直前に到来した台風21号の影響により盛土
部の地下水位が非常に高い状態に地震が重なった複合的
要因により大きな被害となった。
（２）　安定解析の結果
安定解析の結果，以下のことが明らかとなった。
①　宅地北側エリア
常時、地震時ともに計画安全率を満足できない。対策
工は地震時における抑止力の採用となり、荷重及び施工
条件よりグラウンドアンカー工や鉄筋挿入工の採用とな
る。
②　宅地中央エリア
断面9で常時、地震時ともに計画安全率を満足できな
い。対策工は地下水位低下工法の採用により、GL－3.0m
まで地下水位を低下させた場合、地震時安全率がFs＝
0.911⇒Fs＝1.060まで向上することができる。
③　宅地南側エリア
常時、地震時ともに計画安全率を満足できない。特に
直接基礎形状（上載荷重考慮）では、Fs＜0.9を示し、
現地の状況（擁壁がほとんど倒壊）を反映した結果であ
る。対策工は擁壁の再構築案が提案される。
宅地擁壁：常時、地震時ともに計画安全率を満足でき
ない。対策工は常時における抑止力の採用となり、荷重
及び施工条件より鉄筋挿入工（圧縮型）の採用となる。
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